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例毎 l乙多数の組織標本を作り検討した。染色はすべて H. E.染色で，必要に応じて Van Gieson 







下に Vx 2 carcinoma を移植して癌細胞の進展様式を継時的に観察した。
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4) 胃癌の食道壁進展については食道壁が 1 層のみ侵かされる場合と， 2 層以上ないし全層に
わたって侵かされる場合とがあるが，いずれの場合も粘膜下層への浸潤が主体であった。
5) 胃癌の食道壁進展が 1 層のみの場合は多くは浸潤度 8 型をしめす腺癌であり， 多層性浸
潤をしめす場合は単純癌または浸潤度 T 型をしめす腺癌がほとんどであった。

























ことを明らかにした。また，家兎の Vx 2 carcinoma の移植実験から， 食道粘膜は胃からの癌
浸潤に対して強い抵抗をしめし，ヒトにおける壁内進展様式をよく類推する乙とができた。
論文の審査結果の要旨
下部食道噴門癌の術後成績が不良である大きな因子として食道切除断端の遺残癌細胞による癌
再発がある。しかし，本論文のように多数の臨床症例について食道壁内癌進展様式を詳細に解明
し，これを実験的に裏ずけて食道安全切除線を決定した一連の系統的な研究は従来ほとんどみら
れない。本論文は本疾患の術後成績を向上させる上に，重要な資料を与えるものと思う。
-174-
